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集

後

記

※
「
英
文
学
評
論
L
第
三
十
二
集
を
お
届
け
す
る
。
寄
稿
者
の
寛
大
と

協
力
と
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
体
裁
を
保
ち
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

本
誌
は
昭
和
二
十
九
年
三
月
に
創
刊
。
爾
来
二
十
年
、
人
去
り
人
来
り
、

執
筆
者
、
延
一
七
七
名
、
総
計
四
、
三
三
三
頁
。
時
に
編
集
難
を
か
こ
ち

つ
つ
と
も
か
く
積
み
重
ね
て
今
日
に
及
ぶ
。

※
昨
夏
の
l
A
C
E
T
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
十
回
に
わ
た
る
講
義
を
終

え
た
0
・
ト
マ
ス
博
士
に
た
い
し
聴
講
者
一
同
は
思
わ
ず
起
立
し
て
大
き

な
拍
手
を
送
っ
た
と
、
教
室
の
豊
田
昌
倫
氏
が
報
じ
て
い
る
(
『
英
語
青

年
』
二
九
巻
七
号
)
。
「
教
育
者
と
し
て
の
信
念
に
あ
ふ
れ
た
真
剣
な
眼

差
し
」
と
「
常
に
全
力
を
注
い
で
の
用
意
周
到
な
講
義
」
に
う
た
れ
た
の

だ
。
博
士
の
著
書
の
一
つ
に
、
「
私
は
教
育
者
で
あ
っ
て
、
学
者
で
は
な

い
」
と
い
う
意
味
の
一
節
が
あ
る
と
聞
く
。
頂
門
の
一
針
と
し
て
受
け
取

り
た
い
。

※
数
年
前
、
専
門
課
程
に
進
ん
で
き
た
学
生
の
原
書
を
読
む
力
の
不
足

を
欺
き
、
教
養
課
程
で
は
一
体
何
を
教
え
て
い
る
の
か
と
難
じ
る
生
物
学

者
の
一
文
を
新
聞
紙
上
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
最
近
も
、
同
じ
よ
う
な

趣
旨
の
こ
と
が
あ
る
座
談
会
で
英
文
学
者
の
口
か
ら
出
て
い
た
。
こ
う
い

う
発
言
に
接
す
る
と
、
こ
れ
は
い
か
ん
、
こ
れ
は
い
か
ん
と
思
い
な
が
ら

教
養
課
程
で
英
語
を
教
え
て
い
る
筆
者
な
ど
は
恐
縮
す
る
よ
り
ほ
か
に
し

か
た
が
な
い
。

※
教
室
談
話
会
が
一
月
に
開
か
れ
、
山
本
利
治
氏
が
小
説
と
リ
ア
リ
ズ

ム
の
問
題
に
つ
い
て
話
を
し
た
。
二
月
一
日
付
で
安
藤
昭
一
氏
は
教
授
に

昇
任
。
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